
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇「安心を未来へ」 
    本部長 竹内 政司〔多摩支部 竹内運輸工業㈱〕

 
皆さん、こんにちは。改めまして、三期目を務めさせて頂

きます竹内です。皆さんのご支援のお陰で、先の東ト協本部

総会で二期目の副会長職を仰せつかりました。本当にありが

とうございます。これからも宜しくお願い申し上げます。 
今年度は、更なるロジ研活動の強化のため、総務委員長の

松本有司さん（金方堂運輸株式会社）に本部長代行を兼務し

ていただき、さらに協会とのパイプをより強固なものとする

ために本部役員連絡委員会を新設し、総務の副委員長をお願

いしていたロジ研の重鎮、鈴木健之さん（鈴直商事株式会社）

に、その重責をお願い致しましたので、重ねて宜しくお願い

申し上げます。 
さて、私達はこれまで、年間統一テーマを決め、安全輸送

の確立と国民への安心をいかに提供できるかを模索し続けて

きました。はじめの２年間は、「安全と安心の共創」というこ

とで、皆で語り合う中から、我々トラック運送事業者が共に

創り出すことができる安全と安心は何かを議論してきまし

た。それを受けて次の２年間は、「安全と安心の実現」として

実行を踏まえ、議論から導き出されたことを実践する中で、

実現に向けての活動を展開してきました。そして４年間の集

大成としてフォーラムⅣを開催し、「共創から実現」までの総

括を行いました。今回、これまで研鑽を重ねてきた理念と行

動を、ロジ研メンバーの思いとしてオピニオンという形で纏

めさせて頂きました。 
今年度はそれをさらに進化させ、「継続は力なり」の言葉通

りお客様や従業員、社会全般へ、安心を提供し続けることが

重要であると考え、「安心を未来へ」を統一テーマとし、活動

とする事としました。そして貨物運送事業を通じて私たちが

提供する安心が、お客様はもちろん私たちのかかわる全ての

人たちや社会の信頼となり、この業界の発展へと繋がり、さ

らなる社会への貢献ができれば、とても素晴らしいことだと

思います。そして私たちは、社会の人たちに安心感を持って

もらうための事業経営のあり方を常に原価意識もって考え、

事故防止や環境問題への取り組みと同時に、働く人たちが安

心して働ける場を作り出すことが重要であると思います。 
事業経営の根幹を支えるものは、それぞれの企業に集い、

ともに働く人であり、安全を作りこむのは、文字通り、そこ

に働くドライバーさん一人ひとりであることから、「人を大

切にする経営」こそが、安全の原点であると考え、さらに環

境への配慮と安全活動は不可分一体のものであるとの観点か

ら、昨年に引き続き協会が推進する交通事故防止ならびに環

境問題への対応などの諸施策等についても同一歩調を取り、

活動を進めて参りますので、今年度も更なるご支援、ご協力

を、宜しくお願い申し上げます。 

【東ト協ロジ研オピニオン】 
 

 我々東ト協ロジスティクス研究会はフォーラムⅣにて以下

の結論を取り纏めた。 
１．４年間に渡る「安全と安心」の探求を進めた結果、安全

 を礎とするものの、追求すべき項目は安心であること。誰

 に安心を与えるのかを考えた場合、利用者、従業員、社会

 全般への安心の提供が信頼となり我々業界の発展へと繋が

 ることを再確認した。 
２．安心を実現する礎となる安全には４Ｍ、即ちＭａｎ（人

 の問題）、Ｍａｃｈｉｎｅ（車輌の問題）、Ｍｅｄｉａ（環

 境の問題）、Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ（経営の問題）の各項目

 をバランス良く管理することでエラーを防止することが出

 来る。原因と因果関係を科学的に特定し再発防止と適正な

 教育を実施することは、正にＰＤＣＡサイクルを提唱する

 運輸安全マネジメントの実施に他ならない。 
  特に過去４年間の活動を計画と行動とすれば、新年度以

 降の活動目標として是正項目の再確認と継続的実施、即ち

 定着化に向けた活動を強化すべきであることに気付かされ

 た。 
  また経営的な見方をすれば、価格 の低下が品質の低下に

 繋がる情勢下に於いて、適正な価格を維持する為にも先ず

 原価を把握し、次に安全原価を確保する必要があることを

 再確認した。 
３．我々は東ト協公認組織として Well informed 即ち正しい

 情報のインプットとアウトプットを行なわなくてはならな

 い。業界発展に寄与する有益な情報を優先順位を以って仕

 分けし、次に分析し、発信し、その効果を確認することを

 継続的使命とすべきと再確認した。  
※詳細はフォーラム速記録

 
◇お知らせ《○ロジ研行事予定》 

 ○7/13(火)12:30～正副会長会議 

      13:30～幹事会 

      14:30～上映会受付 

      15:00～上映 

      16:50～四ノ宮監督トーク＆ディスカッション

        於：東ト総合会館７Ｆ 

      人材財団と三組織協力による 

       『BASURA バスーラ』上映会 
        ■映画内容 
       「どうしたら世界中の貧困と飢餓と戦争がな

       くなるのかを、映画を見てくれたみんなと真

       剣に考えて行動したい！」という四ノ宮浩監

       督の強い思いから製作された最新作 

 ○8/ 4(木)16:30～正副本部長会議 

      18:00～ロジ研納涼会 於：明治記念館

      納涼会では関東運輸局長・東京運輸 

      支局長表彰受賞者のお祝いをいたし 

      ます｡ 
  (注)納涼会は事前告知では 8/5 とさせていただきました

    が、8/4 に変更させていただきます。 
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総会資料より 平成２１年度事業報告 

（平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日） 
 

１．庶務事項(平成 22 年 3 月 31 日時点) 

(1)会員数 175 名 

(2)支部壮年部数 14 支部 

(3)会議の開催状況 通常総会1回､幹事会5回､正副本部長会議

 12 回 

(4)執行体制 相談役 1名､本部長 1名､副本部長 15 名､幹事 23

 名､監事 2名。 
 

２．事業実績 

(1)総務委員会所管事業(総務委員長 松本 有司) 

  通常総会・懇親会、幹事会、正副本部長会議、三組織連絡

 会を担務した。 

 ①第 22 回通常総会 6 月 9 日、東京都トラック総合会館にお

  いて開催、提案議案(20 年度事業報告、収支決算、会計監

  査、21 年度事業計画、収支予算)を原案どおり可決した。

 ②通常総会懇親会 同日 東ト総合会館で開催。53 名参加。

 ③三組織関連事業 三組織連絡会 8回開催、三組織合同セミ

  ナー・新年賀詞交歓会 2 月 3 日、京王プラザホテルで女

  性部が幹事として開催。130 名参加（ロジ研 26 名）。 
 

(2)広報委員会所管事業(広報委員長 鈴木 貢) 

  機関誌「ひびき」を発行。また､ホームページを運営した。

 ①ファックス通信「ひびき」を毎月 1回定期発行。年間 11

  回。発行日を月末から月初に変更し、当月月初にその月号

  を発行することとした。なお、末年始号で発行時期を調整

  したため年間 11 回の発行となった。・巻頭言 東ト協教育

  研修部初代部長、女性部本部長、青年部本部長、ロジ研本

  部長、ロジ研総務委員長。随想リレー3支部・百文字 1支

  部・行事報告 各行事ごと・原稿依頼 2名・投稿 5名・20

  年度事業報告・21 年度事業計画。 

 ②ホームページについては、リニューアルした。 
 

(3)研修委員会所管事業(研修委員長 藤倉 泰徳) 

  20 年度の研修等の内容を研究し、その成果を研修活動報

 告書として発行した。21 年度は年間テーマ「安全と安心の

 実現」として次の研修会を開催した。 

 ①東ト協ロジ研オープンセミナー 6 月 16 日(火) 東ト総合

  会館4階会議室 26名参加｢Ｊ－ＳａａＳの紹介｣経済産業

  省ＳａａＳ活用基盤整備事業プロジェクト担当 勝瀬典雄

  氏「Ｊ－ＳａａＳ活用事例」税理士法人あすなろ 代表社

  員 税理士 菅沼 俊広 氏「運送事業者の販売管理業務への

  活用事例」株式会社タイガー 執行役員販売促進部長 中井

  好見 氏。講師を囲んで交流会を開催。 

 ②東ト協ロジ研第 1回オープンセミナー 8月 25日(火)東ト

  総合会館7階大会議室 50名参加「高速道路の無料化とは」

  山﨑養世事務所 代表 山崎 養世 氏 

 ③東ト協ロジ研第 2回オープンセミナー 12月 2日(水)東ト

  総合会館4階会議室 26名参加「業界への規制緩和と今後」

  流通経済大学教授（前学長）野尻 俊明 氏 

 ④東ト協ロジ研第 3回オープンセミナー 2 月 8 日(月)東ト

  総合会館 6階研修室 38 名参加「民主党政権と日本経済の

  展望」慶應義塾大学大学院 教授 岸 博幸 氏 

 ⑤東ト協ロジ研フォーラムⅣ 3 月 4 日(木)東ト総合会館 7

  階大会議室 83 名参加。統一テーマ「安全と安心の実現」

  第一部 パネルディスカッション「安全と安心」の共創

     から実現へ   

  ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 流通経済大学教授（前学長）野尻 俊明 氏、

  ﾊﾟﾈﾘｽﾄ  神奈川大学工学部准教授 堀野 定雄 氏・ 

   (社)全国消費生活相談員協会常任理事 増田 悦子 氏・

   瀧澤社会保険労務士 行政書士事務所 瀧澤 学 氏・ 

   東ト協ロジ研 松本 有司 総務委員長 
  第二部 対談「安全と安心」の継続に向けて 

      慶應義塾大学大学院教授 岸 博幸 氏 

      東ト協ロジ研 竹内 政司 本部長 

  講師を囲んで交流会を開催。 
 

(4)企画委員会所管事業（企画委員長 斉藤彰悟） 

  納涼会、温故創新セミナー、忘年会、ゴルフ大会を企画

 して実施した。 

 ①東ト協ロジスティクス研究会納涼会 8 月 6 日開催、明治

  記念館 32 名参加◇平成 21 年度東京運輸支局長表彰 3名

  への記念品贈呈 

 ②第16回温故創新セミナー 10月 16日～17日 1泊 2日 21

  名参加「秋山兄弟を通して明治を見る－秋山好古・真之

  を訪ねて」愛媛県松山市他 

 ③忘年会 12 月 9 日、新宿区歌舞伎町の「キャロルハウス」

  で開催。26 名参加。 

 ④ロジ研「ゴルフコンペ」（ロジ研・青年部・女性部合同 

  として開催）5月 30 日開催。ゴルフコンペ 千葉「紫カ

  ントリーあやめコース」31 名エントリー 

 
平成２２年度新正副本部長名簿

役職・委員会役職 氏名 会社名 所属支部 新任は新 

本部長  竹内政司 竹内運輸工業㈱ 多摩 

本部長代行・総務委員長､本部連絡副委員長 

      松本有司 金方堂運輸㈱ 台東 

副本部長・総務副委員長 篠﨑眞 ㈱興真運送 板橋 

 〃  ・    〃      湯田啓一 日東通運㈱ 荒川 

 〃  ・    〃       三橋一郎 

                          ㈱ﾐﾂﾊｼ運輸梱包ｻｰﾋﾞｽ 目黒 新 

 〃  ・本部連絡委員長  鈴木健之 鈴直商事㈱ 城東

 〃  ・研修委員長 渋谷隆義 ㈱ユニコム 千代田 

 〃  ・研修副委員長 藤倉泰徳 ㈱藤倉運輸 足立 

 〃  ・    〃    大島弥一 大島運輸㈱ 新宿 新

 〃  ・    〃    増子伝次 東都輸送㈱ 杉並 新

 〃  ・企画委員長 下川悟 ㈱プライム物流 中央 

 〃  ・企画副委員長 西野毅 ㈱誠和 城東 

 〃  ・    〃    飯沢宗光 成光運輸㈱ 多摩 

 〃  ・    〃    宮本隆 宮本運送㈱ 多摩 新 

 〃  ・広報委員長､本部連絡副委員長 山田正信 

                              ㈱森田商運 足立 

 〃  ・広報副委員長  鈴木貢 ㈲すずか梱包運輸 葛飾

 〃  ・    〃    石川康司 大東梱包㈱ 品川 新

幹事と監事のご紹介は、次号掲載させていただきます。

                     －２－
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